
年
の
春
に
植
樹
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

31と
か
ら
、
児
童
・
生
徒
が
、
そ
の
跡
地
に

何
を
植
栽
し
て
、
ど
の
よ
う
な
学
校
林
を

目
指
す
の
か
を
検
討
す
る
、
基
礎
学
習
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

樹
木
の
観
察
で
は
、
小
学
生
と
中
学
生

の

班
に
分
か
れ
、
学
校
林
の
散
策
路
を

2
歩
き
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
花

の
咲
く
木
や
実
の
な
る
木
等
の
特
徴
を
解

説
し
ま
し
た
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
各
学
年
の
代

表
か
ら
、
植
栽
し
た
い
木
の
発
表
が
あ
り

学
校
林
活
動

始
ま
り
ま
し
た

ま
し
た
が
、
来
春
の
植
樹
に
向
け
て
、
児

｢

春
採
湖
の
会｣

が
森
林
づ
く
り

月

日
（
月
）
、
標
茶
町
立
中
茶
安

童
・
生
徒
の
検
討
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

月

日
（
土
）
、｢

春
採
湖
の
会｣

の

5

21

5

26

別
小
中
学
校
の
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ
ス
ト

植
樹
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

（
学
校
林
）
」
で
、
春
の
学
校
林
活
動
が

「
春
採
湖
の
会(

角
田
会
長)

」
は
、
春

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

採
湖
と
そ
の
周
辺
の
保
全
活
動
に
取
組
ん

こ
の
学
校
林
活
動
は
、
同
小
中
学
校
の

で
い
る
団
体
で
、
平
成

年
度
か
ら
は
、

13

「
森
林
環
境
教
育
年
間
指
導
計
画
」
に
よ

当
会
と
約

の
市
民
団
体
が
、
春
採
湖
の

20

り
取
組
ま
れ
て
お
り
、
学
校
林
等
を
活
用

南
岸
の
森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
て
、
様
々
な
自
然
体
験
学
習
が
実
施
さ

最
近
、
春
採
湖
畔
に
エ
ゾ
シ
カ
が
現
れ

れ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
に
な
り
、
植
栽
し
た
ば
か
り
の
幼

今
回
の
春
の
活
動
は
、
昨
年
秋
の
活
動

木
が
食
害
に
あ
い
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
被
害

で
設
置
し
た
実
の
な
る
木
の
「
冬
囲
い
」

対
策
の
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

の
撤
去
と
学
校
林
の
「
木
に
つ
い
て
知
ろ

度
の
活
動
支
援
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

う
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は

当
日
は
、
会
員

名
程
の
参
加
が
あ

15

樹
木
観
察
の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

り
、
ヤ
チ
ダ
モ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
エ
ゾ
ヤ
マ

「
木
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
は
、
昨
年
の

ザ
ク
ラ
を
植
栽
す
る
と
と
も
に
、
ツ
リ
ー

冬
に
学
校
林
の
一
部
が
伐
採
さ
れ
、
平
成

シ
ェ
ル
ー
タ
を
設
置
し
ま
し
た
。

▽センター職員による解説の様子

▽学年代表による発表の様子

▽ツリーシェルター設置の様子
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植
樹
と
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置

月

日
（
水
）
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー

5

30

ル
ド
と
し
て
、
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
雷
別
国
有
林
で
森

に
取
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
雷
別
ド

林
整
備
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
、
ボ
ラ

ン
グ
リ
倶
楽
部
」
が
、
雷
別
国
有
林
（
標

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

茶
町
）
で
活
動
し
ま
し
た
。

今
回
、
会
員
を
募
る
「
雷
別
ド
ン
グ
リ

第

回
目
と
な
る
今
回
は
、
ハ
ル
ニ
レ

倶
楽
部
」
は
、
平
成

年
度
か
ら
活
動
し

1

19

・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ミ
ズ
ナ
ラ

本
を
笹
地

て
お
り
、
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
活
動

150

11

に
植
樹
し
た
も
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
は

に
、
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
次
々
と
植
え
て
い
ま

ン
テ
ィ
ア
の
集
ま
り
で
、
今
年
度
は

回
5

し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
植
栽
し
た

の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
の
苗
木
を
ウ
サ
ギ
等
の
野
生
生
物

第

回

月

日
（
水
）
終
了
し
ま
し
た

1

5

30

の
食
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
ツ
リ
ー
シ

広
葉
樹
の
植
樹
等

月

日

（

土

）

～

月

日

4

28

5

6

ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

第

回

月

日
（
水
）

（
日
）
、
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
で
「
木

2

7

18

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
陽
気
で
、
参
加

下
草
刈
り
等

の
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
が
開
催
さ

し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
自
然
再
生
事
業

第

回

月

日
（
水
）

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
「
釧
路
市
こ

3

9

12

地
で
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

釧
路
川
源
流
部
の
散
策

ど
も
遊
学
館
」
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
期
間
中
に

第

回

月

日
（
水
）

行
う
人
気
行
事
で
、
民
間
団
体
等
が
協
力

4

11

7
伐
採
現
場
の
見
学
等

・
出
展
し
、
木
の
お
も
ち
ゃ
展
や
様
々
な

第

回

月

日
（
水
）

木
の
工
作
会
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

5

2

13
次
年
度
の
計
画
策
定
等

当
セ
ン
タ
ー
は
、

月

（
土
）
・

4

28

29

＊
締
切
り

日
（
日
）
に
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
木
の
輪

募
集
人
員
の

名
に
達
し
次
第
、
締
切

切
り
、
ア
イ
ス
の
棒
等
を
利
用
し
た
木
工

25

り
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

＊
そ
の
他

日
間
で
、

名
を
超
え
る
参
加

2

1
0
0

各
自
で
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

が
あ
り
、
こ
ど
も
よ
り
親
が
木
工
ク
ラ
フ

険
」
等
へ
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
作
成
に
熱
中
す
る
等
、
用
意
し
た
1
8

＊
お
問
合
せ
・
申
込
先

席
が
な
か
な
か
空
か
な
い
程
の
大
盛
況
と

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

な
り
ま
し
た
。

▽会場の様子

▽植樹の様子
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